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 眼球の前面を覆う強靭で透明な角膜の大部

分を占める実質層は，コラーゲン線維が規則正

しく配向した層が多数積層された構造を有し

ている。角膜の障害や病気によって視覚を喪失

した人は，全世界で 1,000万人に及び，角膜が

混濁してしまった場合の有効な治療方法は，慢

性的なドナー不足や拒絶反応などの問題を抱

える移植に限られる。このような背景の下，

様々なアプローチから角膜の再生医療・組織工

学研究が進められており，そのような中で我々

は，臨床の現場で実際に用いられているアテロ

コラーゲン溶液からフローキャスト・細線維

化・脱水・化学的架橋の 4つの簡便な技術を巧

みに利用することにより，脆弱で乳濁しやすい

コラーゲンの配向や線維・積層構造を制御し，

生体角膜実質を模倣し得る強靭で透明な積層

コラーゲン異方性膜の作製法を開発した[1]。  

この作製法 (図 1) によって作製されたコラ

ーゲン膜を実際に医療の現場で用いるために

は，その品質を評価するためにも，また，作製

法を改良改善・最適化し，より生体角膜実質を

模倣するためにも，その配向や構造を定量的に

評価する手法が必要不可欠である。我々は，こ

れらの評価には，偏光を用いて測定される巨視

的異方性に起因する直線複屈折 (LB)・直線二

色性 (LD)，及び分子構造に起因する旋光性 

(ORP) といった光学的物理量が有効な評価基

準になり得ると考えた。我々が独自に開発して

きた LB，LD，ORP を同時に測定することが出

来るG-HAUP
[2,3] と呼ばれる装置を用いて積層

コラーゲン異方性膜の光学的性質を定量的に

評価したので報告する。 

 

図 1 積層コラーゲン異方性膜の作製法[1]
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